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序 文

、1

最 近 に おけ る コ ン ピュ ー タの めざ ま しい発 達普 及 に伴 い 、そ の 高度 利 用 を

促 進 す る た めた はご コ ン ピュー タ教 育 が極 めて 重大 な問題 で あ る との認識 に

立 って 、本 協 会は 昭 和44年5月 に コ ン ピュ ー タ教 育問 題研 究 委 員 会(委 員

長 北 川 敏男 氏)を 設け 、 コン ピュー タ教 育 の 問題 に つ き種 々の観 点 か ら研

究 を始 めた 。

そ の うち大 学 問 題部 会(主 査 森 口繁 一 氏)で は 、そ の活 動 の一 環 と して 、

高 等 学 校 に お け る教 育用 コン ピュ ータの あ り方 に つ き研究 をす す め、44年

7月 学 校 関係 者 と討 議 した結 果 、 高 校 教 育に お い ては簡 単 だ が大 量 の プ ログ

ラ ム を迅 速 に処 理 で きる低廉 な計 算機 が必要 で あ る ことが 確 認 さ れ た。

本協 会 は教 育委 員 会 の研 究 成 果 を と りま とめ、 同年11月 に 関係 方 面 に対

しコ ン ピ ュ ー タ教 育 に つ き提 言 を行 な った際 に も、 上記 の 結果 が と り入 れ ら

れ た。

そ の後 、大 学 問 題 部会 におけ る提 言 を具 体化 す る た め、 昭和45年5月 の

教 育委 員 会 に お い て 検討 した結 果 、 ミニ コ ン ピュ ー タに …bけ る常駐 コ ンパ イ

ラの開 発 を コ ンク ー ル方 式 で実 施 す る こ とが決 定 し、同年9月 に コン パ イラ

開 発 コ ンク ー ル審 査委 員 会(委 員 長 森 口繁 一 氏)を 発 足 させ 、本 コ ンク ー

ル に関 す る審 査 一 切 を同委 員 会 に委任 した。

この報 告書 にはコンクール に関 す る公募 か ら審 査 に至 る まで の 資料 を と り ま

とめ た もの で 、今 回 の入 賞 した コ ンパ イ ラの 評価 等 に 関 し参 考 にな れば幸 い

で あ る。

終 りに、 本 コ ンク ールの審 査 に ご協 力 いた だ いた 森 口委 員長 は じめ 、審 査

委 員 の 方 々お よび機 器 の使 用 に つ き並 々な らぬ ご協 力 を賜 った メ ー カ ーの方



方に対 し、厚 くお礼 を申 し上げ る次第 である。

昭 和46年12月3日

、三 パ.・ 財 団法人

、・パ パ 理 蛙

、見 本 経 営 情 報 開 発 協 会.

,稲 葉 、 秀 、 三.

⑪
『

1:1;JJ`1こ こ"



1

2

　
3

4

5

6

7

8

ま え が き

募 集 要 項

入 賞 者 名 簿

目 次

言語 の 外部 仕 様 と コンパ イ ラの 性 能

コ ンパ イ ラの 評価 法 とテ ス ト用 プ ログ ラ ムの 一 部

機種 別 応 募 者 数

コ ンク ー ル実 施経 過 概 要

審査委員 会名簿

1

3

5

6

61

62

72

92



、

㌔



1・ ま え ・が き'"

電子 計算機 を学校に導入 して、大ぜ いの学生 に実習の機 会を提 供す る こ

とは、社会 の情報化を正 しく推進す るため の重要な施策 である。 その電子

計算機 は実習め たあ に学生 が書 く多数 のプ ログ ヲ∠を:手 順 よく高 能率 で

処理 す るこεあ 還 る もめ で知 れば な らない注 液 方 一1ラ シ語 で

書か れたプ ログ ラ己を翻訳 し実行す る ときの能率 の高レぷ ⑳ が要求 き抗 ら。

プログ ラムを翻訳処理 す るプログ ラム、す なわ ち 「コンパィラゴ ぱご普

通 は主記憶 装置 ℃磁気 コァ)に 常駐 して いな くて ご新 しい仕事ζにか か 逐ご

とに外か ら主記憶装置 に入れなおす 必要 が あるのであるが、そ れでは多数

の プログ ラムを次 々に処理す るときの能 率カニわ る㊤。 これ に対 して、 これ

を コァに常 駐させておいて、仕事が変 わ って も入れな治す こと左 く働か甚

る こ とが で き る ようにす る と.能 率 が格 段 に あが るの であ る。 この よ うな

「常 駐 コ ンパ イ ラ」 は 、大 型 機 、 中 型機 、小 型 機 を通 じて 、 そ れぞ れ 可能

であ り有用 であ る。 実際 、 大 型機 でそ うい う もの を 用い て成功 して い る例

も あ る。 しか し、 わが 国 では そ うい う常 駐 コ ンパ イ ラの必 要性 が まだ 十 分

認 識 さ れ て お らず 、 と くに い わ ゆ る ミニ ・コ ン ピ ュー タでは そ うい うもの

は 不 可 能 であ るか の よ うに 従 来 は 思 われ て い た傾 向が ある。計 算機 の メ_

カー の専 門 家 の間 で も・ そ の 辺 の 認識 は浅 く、 た とえそ の よ うな もの を作

る と して も・ その 性 能 は き わめ て限 られ た もの にな り、 あ ま り実 用 的 な も

の に は な りえな い だ ろ う とい うの が む しろ通 念 で あ った といえ る
。

そ こで・ 日本経 営情 報 開 発協 会は 、 この よ うな通 念 に挑 戦 し、 と くに ミ

ニ ・コ ン ピュ ー タ におけ る常 駐 コ ンパ イ ラの可 能 性 と威 力に つ い て の 世 間

の認識 を高 め る た め に、広 く有 為 の人 材 に呼 び かけ て常駐 コ ンパ イ ラの 開

発 の コ ンク ー ルを催 す こ と と した 。

一1-一



これ に対 して ミニ ・コン ビ=一 一タの メ ー カー8社 力《:・機 械 時間 の提 供 を

.含む 協 力 を和 衷 され た。 、 、、.・ ㌔甚

、幸 い 旦 て この'ン ク ー ルは大 きな 反 響 を呼 び ・77件 の応 募 跨 った・

'鱒 湊 綬 らくはいろいろな離 ・・あ禄 のであろう・次鄭 その数は
'1:[・

1・`1・bll.・

減少 し、提 出〆切 日には10件 とな った。,ぶれ らについて 厳正 かつ慎 重な

審査を行 なぞた結果礁 件の入賞が決 定 しsζζ○ 熟ちの1件 には最優秀賞 が

贈 られ るこ ととなつ,ft}.J{これ らはいずれ も予想 をはゑか に上 まわる優 秀な

出来ぱえの もζ)であ り三 コンクールの 目的はナ分 呼達せ られ たもの・と思 わ

れ る 。'・
、:' 、.',㌦

こ～二に ζの コ ンク ール の経過 ・ 結果 ・ 最 優 秀 作 品 の性 能 の 概 要 な どを .と

りま
、とめて 公表 す る次第 で あ る。 ‥ ・ 、 、

1;

'

"

/

～
)

、

、

'
ぼ ジ ・

、
i ＼ ら
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2.募 集
.要 項

〔・目 的 〕

電 子 計 算 機 の コア に常駐 す るFORTRANコ ンパ イ ラの 開発 に関 す る

コ ン ク ー ル を実 施す る こ とに よ り、 常 駐 コ ンパ イ ラの必 要 性 に対 す る社

会 の認識 を高 め る と と もに、 学 校 に おけ るコ ン ピュー タ教 育 の推 進 に 寄

与 す る こ と を 目的 とす る。,

〔標 準 仕 様 〕

主 記 憶4k語(1語16ビ ッ ト換 算)程 度以 内 の ミニ ・コ ン ピ ュー タ

を使 用 し、 メモ リの一 部 に コ ンパ イ ラを常 駐 させ、 残 りの部 分に 目的 プ

ログ ラ ム を作 り出 して コ ンパ イル ・ア ン ド ・ゴー を行 な うこ との で きる

FORTRANpン パ イ ラを開発 す る。

従 っ て・FORTRANの 工1 .S規 格 の趣 旨 を尊 重す る、こと は望 ま しい

が、 そ の特 定 の 水準 に は担 われ ず 将 来 あ るべ き高 等 学校(商 業 高 校 、 工

業 高 校 を 含 む)等 の教 科 内 容 に よ く適 合 す る よ うな コ ンパ イ ラで、 か

つ、 処 理 時 間 の 短 い ものが 望 まれ る。

(入 出力 装 置 と して は光 電 式紙 テ ー プ リー ダ とタ イプ ラ イ タが 使用 出

来 る)

〔開 発 に 関す る条件 〕

o使 用 計 算 機

コ イパ イ ラ開発 に際 し使 用 す る計 算 機 は 国 産 の ミニ ・コン ピュ ー タお

よび ミニ ・コ ン ピ ュー タ相 当 の もの とす る。
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計 算機 を 確保 す る方 法 と して 次の2通bの 方 法 が あ る。

(1)応 募 者 自 らが 計 算機 を確保 す る。

② メ ー カの協 力 を 得 て計 算 機 を借 用す る。 そ の際、 応 募 者 、 機械 提

、供 者 は お互 い に良 識 を も って 使 用 計 画、 使用 に 関 する 諸負 担 等 に つ

… き取 りきめ を行 な うこ と。 、,パ ペ

r>!'一

〔 締 切 〕 ジ

応 募 期 間 昭 和45年10月20日 よ り 同 年12月12日 ま で

提 出 締 切 昭 和46年9月30日 ・1'T,'・

〔 償 〕4∴ バ い ・ ・,1・

.tll

優 秀 な も の に つ い て は 、 賞 状 及 び 賞 金 を 授 与 す る 。七 川 ㍑ ・㌧

そ の う ち 最 優 秀 賞 は100:ltt.ma「 ・と す る1♂'ソ ～川')'・:':

パ ー・ ・111・b .淵 、.＼::;一 ㌧ 、-♪

・パ ,lt・ilミ ・}'t

・if:・ ・:川1・'、 一'

一 .4 、一



ポ 入 賞 者 ぷ名 薄 い'一 刀

♂{一 ・' ,/)

最優秀賞 東京 大学 工学系大学院 武 市 正 人

東京 大学 工学系大学 院 米 沢 明 憲

'

(使 用 機 種 、MAδd]7/,)':/『 が'川L… イ

{憂 秀 賞 ㈱ ソ フ ト ウ ェ ア ・ リサ ー チ ・ア ソ シ ェ イ ツ

常 務 岸 田 ぺ 孝 一

・.『tt'他10名

(使 用 機 種iOKITAC-4300)e1

[

優 秀 賞 東京大学工学系大学院 鈴 木 則 久

(使 用機種:FAcoM-R)

1{
.、'

優 秀 賞 東北 大学 大型計 算機 セ ンター研究開発部長

高 橋 ㍉'理

東北大学大型計 算機セ ンター研究開発部助手

(使用_、TA,C-43。:)畦 ∵'ぷ

ノ1

'i.、 、'1
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4.最 優 秀 賞 を うけ た4KResidentFORTRAN(武 市 氏 、

米 沢 氏)(MACC-7/s)の 外 部 仕 様 とコ ンパ イ ラの 性 能

1)言 語 仕様

JISFORTRAN水 準3000に 準 じて い るが、 そ の相違 点 の 中に

は水 準7000を 上 まわ る機能 も含 ま れて い る(X印 の もの)。

文 番 号

型、混合 演算

ベ キ 乗

添 字 式

配 列

DO文 のパラメタ

入 出力文

FORMAT文

プ ログ ラム の最 初 の 行 は 最初 の文 字 か ら、 そ れ以 後 に は

じめてあらわれる 口 までをいう・他の行は 口 の次

の文字卵 ⑳ 次ρ 口 までをいう・

英字 名は1二4個 の英数字 の列で最初 の文字は英字 とす

る。 、

1～32767と す る。

-k実 数 型
、 整数 型 の 区 別 を しな い。 変数 は2語(32ビ ッ

ト)。

許 さ1れる。

普算 術 式 が 許 さ れ る
豆

2次 元 ま で。

養算 術式 が許 され る
。

x算 術 式 が許 さ れ る
。DO形 な らび は 許 され ない 。

F変 換12字 、E変 換15字 、1変 換7字 、A変 換7字 の

固定 幅 で あ る。 群 反 復 な し。

文 関 数 と組 み こみ 関 数 な し。

実 引数 が配 列 要 素 、 仮 引数 には配 列で よい 。

-c一



COMMON

EQUIVALENCE

PAUSE

BACKSPACE

基 本 外 部 関 数 と して 次 の6種 ・を も つ く}SQRT

SIN,COS,ATAN

な し

な し

な し

な し.、:・Vll":…

Exp,・(A.LOG,

い

t・'1(}

、 ノ ■
川
州

、
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.・,2)')BRROR～MESS:AGE

〔2.-1〕 翻 訳 時

?種 類 内 容

"、

処 置'/ド

000

001

算 術 代 入 文 、 あ る いは文 が

識 別 で きな い。

SUBROUTINE文 、

FUNCTION文 の誤 り

次 の 文 の 処 理 に 移 る'

、」 〃 ・ パ{・ ノ

002

003

004

005

006

007

008

009

DIMENSION文 の誤 り

DO文 の誤 り

GOTO文 の誤 り

CALL文 の 誤 ゴ

IF文 の誤 り

READ文 の誤 り

WRITE文 の誤 り

FORMAT文 の 誤 り

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

010

011

未 定 義 の文 番 号 が あ る
(IF,GOTO文 に関

す る もの)

DOの 入 れ 子構 造 が 正 し

くな い。

プ ログ ラ ム単 位 終 了

の際 に 出 さ れ る。

次 の プ ログ ラム単 位
の処 理 に移 る

〃

012 文 番号が再定義されてい る。 新 しい 定義 を採用 して
続行

一8一



?種 類 内 容 処 置

020

021

100

101

手 続 き副 プ ログラ ムが 再 定

義 さ れて い る。

この プロ汐 ラ ム単 位 の処 理

は 行 なわず 、 次 の プ ログ ラ
ム 単位 の処理 へ 移 る。

手 続 き 副 プ ロ グ ラ ム の 引数

の 数 が 制 限(15個 ま で .)ご

を 越 え て い る。 ・ 、ゼ .、,._.

文 番号 の数 が制 限(32個

ま で)・を越 え てい る。 ㍑

DOの 入 れ 子 が 深す ぎる

(8段 ま で)

〃

この プ ・グ ラ ム単 位 の処 理

三を中 断 して 次 の プロ ㌘ ラム

単 位 の処 理 へ 移 る。

〃

200 手続 き副 プ・グ ラムが多す

ぎ る(10個 ま で)。

〃

300 プ ログ ラム単位 が大 きす ぎ

る(英 字 名 が 多す ぎる)6、 ,

〃.

400 算術式が 複雑す ぎるσ, 、 〃 こ

一9一



〔2辿2〕 実 行 時

!種 類 内 容 処 置

じぶ へ

000翻 訳 時 に誤 りが あ った。

001

002

Addressの 誤 り、

(代 入 の際 に、 変 数 名 等な い

場所 に デ ー タを与 え よ うと し

た)。

手続 ぎが 引 用 さ れ た が該 当 手

続 きが定 義 さ れて い な い。

終了する

〃

〃

010 被演算 要素の数が合 わ ない。

手続 き引用の際に引数 の数が
一致 しない ことが あ った。

〃

100 作業 用 領 域が 足 りな い。 〃

200 計 算 が複 雑 す ぎ る。

被 演 算要 素 が い りくみ す・ぎて
い る。

〃

103 演算 中、 整 数 化 を行 な う際 に

絶 対 値 が32767を 越 えた もの

に対 して行 な った。

〃・/

17B 0で 割 算 を行 な った 。 〃

一10一



3)コ ンパ イ ル速 度 と実 行 速 度
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下 記 の プ ロ グ ラ ムの 実 行速 度 はN=1.ご6'00,)(;1.0め とぎ

***1:17秒

***2:30秒

'
***3;20秒

、

***4:30秒

で あ る 。

・5・6∫

,***DOtlF+ADD3

`n=O;

READ《2,100》N'X3

WRITE《30100》N'Xβ
・***1;

DO11ロ1'N;

1CONTINUEj

M=M◆ け

WRITE(3。ioO)M3
・***2ハ

MロM+1ハ

1=03

2131◇13

1F《1-N)2,3,33・

3WRITE《3、100》 加 、　
・***3SUBROUτ1NEC礼Lj

N,=M◆1;

DO41ロ1,Nハ

CALしSU8A(1》3

4.CONT工NUEハ

IVRI'「E《3"}00》Mi
・***4;

M=M+'1ハ

DO51迫1βN;

A昌1・O◆4096●03

5CONTINUE3

WR:TE《'3'100)M'層Aハ

STOP;

100FORMAT(!17'El5・7》 ハ'

ENDハ

$

SUBROUTlNESUBA《1》 ハ〆 ・

RETURNＬ

END3

●

」' 一12一



下 記 の プ ロ グ ラ ム は 入 出 力 を 含 め て 約50秒 で あ る 。

・5二5し1NEAR'EQ●:'・=・ ・∵:・ ・ぐ∵/ tt「lr:・1':「 』1・
'D:MENSIONA(5

'6》;

艦;.1、 ・'い ∵1'一・ 一 ・"i.-L

DO101s1,N3

DOllJ81'N;「 』'=}:'1・

IJ=1-J;

IF(IJ》2,2β3i

21」6-1」 ハ

3CONTINVE;

A(1ρJ》 エN・1J3

11CONTINUE;

10CONTlNVEj

DO・121=:・Nj .

A《1,Nl》=O;

12CONTINUEβ

A(1,Nl》u1;

WRITE(3'200》3

200FORHAT(!ノ10X,4HDATA》3

D◎131a1'NS

URITE《3'99);

;:『8R灘ic;.'∫ ・.'

:器T:;1晶:言:》:《,1'J)i・ ・
13CONT:NUE;
・・SWEEPOUτ3

DO20Kn1,N3

PgACK,K)3
"K1■sK◆13

DO21J=K1,Nl3

21A《K'J,uACK,J)!PB

DO301tS1,Nj

rFく1●K》4,30.4)

4DO40JnK1,Nl;

40・A(1'」 》=A《1'」 》●A《1,K》*A《K,」,δ

30CONTINUES

20C。NTrNUE3・.∫ ・

WRITE(3'201)3

201FORMAT《!iOX,4HANS■ 》ハ

DO41・'1=1'N3

WRITE《3'202)A《1'Nl》1

202FeRMAT《!SE》 β

41CONTINUEj

STOP3
'END;

o

_13-・ ・!・:



4)ユ ーザ ー エ リア

プ ログ ラム部 分 とデ ー タ部 分 を あわせ て 約800語 連 立一 次 方程 式

は15元Aで 解け る。

そ の他 次 の よ うな プ ログ ラムが 実 行 可能 で あ る。
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S-10-1 ■魑 〆 、.

r

・***;

HEAD(2,100)N:

DO1』

DO2

DO3
'DO4

1・i=1,N∫

12=bN;

13=1.N;

14=1,N∫

謡1:13辮 ～ラ'・`・即 興}ll…
.

`''"`・ ・s・i

P・ 、't,

'4CONTINUEハ

:3CON「 庁INUE3

2CONTINUEハ

11.CONTINVE;

:100FORMAT(!17)β

stop▲
=ENDS

:●
・OFOBF22000

、

戊

・

1't'.…'

、

''

、
.

.「〔.・

'

、
↑

1

36

36

36

36

36・

36

36

36'

36
t't36

.

36

36

36

36'

:二36tt

36

36

36

36

36

36

36

36
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5.コ ン パ イ ラ の 評 価 法

コンパ イ ラの 評価 の時 に評価 の対 象 とな っ た項 目は 次 の とお・りで あ る。

項 目 配点 備 考

結果的 にはFORTRANJIS

1 言 語 仕 様 20

3000と の比較 にな った

ア ニ ュ ア ル の 書 き方 と プ ロ グ" 各 自の コ ンパ イ ラの特 徴 を示 す例

2 10

ラ ム例 題 を マニ ュ アル と と もに提 出

プ ロ グ ラ ム の 大 き さ 、 デ ー タ部 分

3 ユ ー ザ ー ・ エ リ ア 15

の大 きさ

コンパ イル 、 実 行 、入 出 力 の速 度

4 速 度 20

(価 格 を考慮 した)

5 精 度 5 加 減剰 余、標準 関数 、入 出力変 換

9月30日 提 出 の テ ー プ に プ ロ グ

6 虫 5 ラ ムの 「虫」 が どの程 度 に含 まれ

てい るか

ユ ー ザ ー プ ロ グ ラ ム の エ ラ ー に よ

7 使 い 易 さ ・ 丈 夫 さ 10

って こわ れ るか ど うか

コ ン パ イル 後 の 情 報(メ モ リマ ッ

8 コ ン パ イ ラ よ り の メ ッ セ ー ジ 10

プ)、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ

9 ソ ー ス テ ー プ の 作 り 易 さ 5 紙 テ ー プの編集

計 100

一一16-一



評 価(定 量 化)

1.重 要 な項 目で差 の 出 る もの を10個 選 ん で項 目毎 に実 現 度 に よ り採 点

2.審 査 委 員 の採 点

3'ユ ー ザ ーエ リアの 比 率

4.絶 対 時 間 ×標準 価 格 の逆 数 の 比

4つ の問題 に つ い てそ れ ぞ れ評 価 を行 な い、 そ の合 計点 を と った。

i}-
8.メ ッセ ー ジの種 類 と量

9.ソ ー ス テ ー プ作 成 に 要 す る 労 力

なお 、 評価 に 当 って は 、 第1次 テ ス トプ ログ ラムお よび 第2次 テ ス トプ ロ

グ ラ ムの結 果 、 さ らに審 査 委 員が 立 ち会 い を行 な った 際 に得 た情 報を使 った 。

一17一
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5-1) Testprogram-1

;1蕊 『ぽ ミ9¥賠PRqrB鱒P己1・NT・;バ ぽ ・
・C=,診D=$,P=e,S=SEMICOLON,B=BLANK,亀0=0,A9=93

・PAGEINITIALI乙EDハr

CALLINT(C,D'P,SρAO,A9診B夕PAGE)ハ

1CONTINUE5、 、.㌧.
・PAGEBEGINNING3「.t… 二"い ・・'

URITE(3〆100)PAGE;

100FORMAT(〃!1732}{‡!!》:1"'・r.、 、

LINE=53

・?i、・ξ羅1・ 畿;N,1。G、 一` .

READ(b110》A3

110FORMAT(!Al》;

1=O;

221F(A-AO》3ρ20'21ハ

211F(A-A9)20.20.3;」i':

201=1◆13

X(1》=A;

READ(1,120)A3

120FORMAT(A1)3

GOTO22ハ:ごtt

31F(1)5'5,43
●STATENENTNUblBER;∫ ・.、 一〇

.4DO13J
ロ1'7●13

13冒RITE(3'130)3

130「FORHAT(1X'》;,.、 』 ・ぐ 、..杉

DO23」 ロ1β1;

・篇
、¥畿;}・;;;}:9)、.X・(⊆ll.・"・ き・.

1F(A●B)6診11'63

5】 【FCA-C)6'7,6ハ
・COMMENTL:NE;

7URITE(3.'140》3

140FomAT(IX'1H・'6X)ハ

11READ(1,110)A3

GOTO553

61F(A●D)8'9'81
・CONTROL$3

9VR1TE《3診120》A3

GOTO'54J

81FCA-P)50'10'503
・CONTROL●3

10URITε(3夕120)A;

CALLPCLR(LINE》;

STOPハ'
・STATENlEN↑BODY3

50WRITE(30160);

160FORHAT《8X》3

GOTO553

51READ(1'120》A」

55WRITE(3夕120》A3

1F(A●S)51,52,513
・LINEENDS

521F《LlNE●54)53,53θ54:

53LINE=LrNE+13

WRITE(3,150)3

150FORMAT(!)3

一18一
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GOTO2;
,PAGEEND;

54CALLPCLR(LINE);

PAGE=PAGE+1:

GOTO1:

END;

$

$CBCEFEOOO

SUBROUTINE1NT(C,D,P,SρAO,A9,BρPAGE)」

READ(1'100)C'D,P'S,AO■A9診B;

100FORMAT(!7A1>;

URITE(3夕110)3

110FORMAT(!!7HDATE8

READ(2'120)銑

120FORMAT(6H);

WRITE(3夕130)5

130FORrt1AT(!7}{PAGE3

READ(2'140)PAGE;

140FORMAT(17)ハ

WRITE(3'150);

150

WRITE(3'120);

CALLPCLR(5);

RETURNI

END;

$

$DOEEFEOOO

)3

);

FORMAT(!!IH●!!1!!31H***FORTRANSOURCEPROGRAM*** )3

SUBROU↑INEPCLR(X);

DOlI=X,603

1WRITE(3■100》 ハ

100FORMAT(!)3

URITE(3'110);

110FORMAT(!1H-)3

RETURN;

END;

●

OD23EFCOOO

DATE●460929

PAGE‡1
}・-yp…

***FORTRANSOURCEPROGRAM***460929
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,

●

●

●

●

13

EORTRANSOURCEPROGRAMPRINT;

DIMENS1ONX(10)3

C=.,D零$,P=e'S=SEM!COLON,B=BLAMく,.AO=0'A9=9J

PAGE!N:TIALIZED3

.CAr.LINT(C,D'P診S,AO夢A9診BtPAGE)」

1CONT工NUEハ

PAGEBEGINNING3

WRrTE(3'100)PAGE3

100FORMAT(!!!17'2H8!!)3

LINE=5ハ

2CONT・INUE3

LINEBEG:N「NING3

READ(1,110》A3

110FORMAT(!A1》B

1=03

221F(A-AO)13'20'21」

211F《A-A9)20'20'3ハ

201=1+1▲

Xq)=A5

READ(1,120)A3

120FORMAT(A1)3

GOTO223

31F(1》5'5'4ハ

STATEHENTNUHBER3

4DO1ゴJ#1'7●:ハ

13URITE(3,!30》3

130FORMAT(IX)3

DO23」81'13

23URITE(3'120》X《 」》3

VRITE(3'130);

1F(A●B,6,11,63

51F(A●C)'6診7,6;

COMtrlENTLINEハ

7曾RITE(3,140》5.・

140FORMAT《IX■IHe)6X》 ハ

11READ(1,110)A;

GOTO553

61F(A●D)8'9,83

CON↑ROL.$;

9'WRITE(3'120》A3

GOTO54ハ

81F(A-P)50'!0,50ハ

CONTROLOハ

10UR:TE《3〃120》A3

CALLPCLR(LINE)5

5TOPハ

STATEMENTBODYハ

50曾RITE(3,160》8

160FORHAT(8X)3

GOTO55;

51READ(1'120)A3

一20一



WRITE(3,120)A3

1F(A-S)51ク52診51;

LINEENDハ

IF'(LINE-54)・53'53夕54;

LlNE=LINE+1∫

WRITE(3,150)3

FORMAT(/)∫

GOTO2;

PAGEEND;

CALLPCLR(LINE):

PAGE=PAGE+1;.・

GOTOIS

ENDS

$

120

140

●

100

110

・$e;09
..

紙 テ ー プ上 の デ ー タ

ー21一



5-2) Testprogram-6

***FORTRANSOURCEPROGRAM***460930

1:

C'TESTOFROUNDINGERROR***PROGRAMNO・1***;

53M=O工

READ(2'200)MST,MED,INT,DEF夕DEG,A3

URITE(3,201》3

201FOR)(AT(!//)3...一_.-

200FORMAT(F)∫

WRITE(3'110)M;

110FORMAT(1,1H◆)3

DO101=1,103

WRITE(3,103)3

103FORMAT(5H-一 ー一◆)3

10CONTINUE膓

URITE(3〃105)3

105FOR岡AT(!)ハ

S=0・O:

丁冒0・03

M=MST-INT3

MH=1り

50NnM◆INT;

G=M;

Gs1!G;

S=S+G3

X江63

CALLCUT《X'A)3

TロT◆Xj

CALLCUT(rr,A》 ハ

ERR冒(S-T)!T3

N3MM-HM工5*53

1F(N)70診7b703

71WRITE(3'110)MMハ

GOTO72ハ

70WRITE(3,108,3

108FORbd禽T(7X'1HI)ハ

72N1=ERR!DEF:

N1=N1◆25;

N2呂S!DEGハ

NO=25;

1F(N1-25)61'61'623

61NO=N13

N1『255

62NM=N1-NO+23

NN=0り

DO601ロ1〃503

1F(1-N2)63'73,63」

73WRITE(3'109)3

NN=NN+1;

GOTO673

631F(1-NO)65'64〃64'3一

641F(1-N1)66夕66夕653

65WRITE(3'106)3

GOTO60膓

一22一



2:

66

106

!07

109

67

60

69

WEITE(3夕107)∫

NN=NN+13

GOTO67;

FOR/MAT(1X):

FOP:M.AT(1H*)3

FORMAT(1H・)3

1F(NN-NM)60夕69,69ハ

CONTINUEＬ

WRITE(3,105)5

MM=MM十1∫

IF(MED-M)50'53"50j

STOP:

END;

$

38

SUBROUTINECUT(X,A)3

Vロ1・03

Xロ1・000001*X3

421F(X●A》43θ43ρ413

43×310●0*X3

Vロ0・1*V3

GOTO423

41NN;X◆0.53

XロV*NN∫

RETURN3

END;

e
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6.機 種 別 応 募 者 数

応募総数 昭和45年12月 現在

機種別応募者数

77件

機 種 名 自己調達 借 用 計

CEC555-4 2 2

DDP-316 1 1

FACOM-R 4 6 10

HITAC-10 17 5 22

JEC-6 2 2

JRA 1 1

MACC-7/S 2 3 5

MGP-21 1 2 3

NEAC-M4 4 3 7

OKITAC-4300 6 1 7

RTC-8 2 2

TK-70 1 1

TOSBAC-40 1 4 5

計 42 26 68

9件 につ い て は使 用機 種 の 調 整 が つ か ず 、 コ ンクー ル には 不 参 加 とな っ

た 。

提 出 〆 切 日(昭 和46年9月30日)現 在

機 種 名 自己調達 借 用 計

FACOM-R 1 1

HITAC-10 1 1

MACC-7/S 1 1

MGP-21 1 1

NEAC-M4 2 2

OKITAC-4300 2 2

RICOM-8 1 1

TOSBAC-40 1 1

計 7 3 10
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7.コ ンクー ル実 施経 過 概 要

昭和 ・44年7月30日 、 高校教 育関係者お よび電算機 メー カ各社 と本協

会が主催す る教育問題研 究委員会大学 部会の委員 との間 に 「高専'・高校 に

おけ る電子計算機の標 準仕様 お よび設置基準」 に関 し討論会が開 催 され た。

そ の結果、学校教 育 においては、大量 のプ ログ ラムを迅速 に処理 で ぎる安

価 な計算機が必要であ るこ とが確認 され、 同部会 は11月 に 「高等学 校 に

おけ る教 育用 コン ビ=・一 夕の標準仕様」 を発表 した。 この結論は同年11

月、本協会が行 なった コン ピュー タ教 育に関す る提言に もと り入れ られた。

その後、、昭和45年5月 の教育委員会 において、 高等学校 におけ るコン

ピュー タ教 育の効率向上 をいかに図るかが検討 された結果、 ミニ コン ピュ

ー タによるFORTRANコ ンパイ ラの開発を コンクール方式 で実施 す る

ことが承認 され、 同年9月28日 に コンパ イラ開発 コンクー ル審査委員 会

が正式 に発足 した。

同年10月 下旬、新 聞、雑誌等 を通 じて コンクール参加者 のi募集 を行 な

った。同年12月 ・12日 に応 募 を〆切b、 機種借用者に対 しての機械 の割

り当てを行 なった結果、 自己調達者 と合わせて68件 の応募が決定 しi開

発作業 にと りかか った。 バ

46年2月 の審査委員会においては、審査項目、提 出書類等につき検討 した。

同年4月 には機 種借用者に対 して中間審査を行 ない・進捗 状況 をチ・エ ッ

クした・
、,烈 、

一方審査委員 会 では5月 下旬 か ら作業部会を設け、筆査用問題 ζ)作成に

と 吻か か った。

ま た8月 上旬 には 、最 終 審 査 の 準 備 として 、応募 者全 員 に対 し進 捗 状況

を チ ェ ック し、 コンク ー ル継 続 の 意 志 の 有無 を確 認 し9月 末 に開 発結 果 を
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提 出 で き る よ う準 備 を促 した 。O、 ・」1

これ と並 行 して 審査 委 員 会 で は 審査 の具 体 的 な方 法、 審査 基準 の検 討 、

テス ト用 問 題 の 作 成等 を行 な う とと も、に、漣 日のLう1に 開 かれ た作 業 部会

に1おんへて は 、 公正 な審 査 を行 な うた め の細 心 の準 備 が進 め られ た。

'9・・fi30日 、 開発 成 果 の提 出が 行 なわ れ た1が、 最 終提 出者数 は コンク ー

ル 開 始 時 の 約.7分 の1に 当 る10件 で あ つた 。.開発 成果 を提 出.,した応i募者

に対 して は、第 ・1次審 査 用 として予 め用 意 した 問題1・1、0題を送 付 し、 各 自

の 開発 した コ ンパ イ ラで処 理 した結 果 を提 出 す る よ う依 頼 した 。

10月20日 、 第1次 審査 委 員 会 に お いで 開発 結 果 であ るぎ ニェァル 類

や プ ログ ラ ム例 お よび 第1次 送 付 問 題 の 結果 を審査 した 結果 、 ・'6・.件が 第2

次審 査 の対 象 に選 ばれ た。 第2次 審査 で・@・.要員会 か ら送付 ・した 問 題の 他

に・ 審 査 黍 員 の立 会 い、の下 に規定 問題 の処 理 過 程の チ ェ ックが行 な われ た。

1にの 審査 に お いて は9項 目に亘 って 詳 細 なテス 心 が行 な われ、委 手)予め定

め られ た精 密 な配 点 が付 与 され た。 その 結 果 、11月5日 の第 一2次審 査 委

:員会 にε い1て4件 が 受 賞対 象 に選 ばれ,k。 、1、 いIJ;

,これ ら4件 に対 して は、㌢さ らに精 密 な審 査 を行 政 りた めS11月LO日

か ら同月15日 まで の聞 ㌻ メ㌻ カー の 協 力 を得 て機 械 を借 用 し、 当協 会 に

お い て 公 開 審査 を行 な った 。 これ は 主 と して 高 校、 大 学 の教 官 た ち に コン

パ イ ラーを使 って も ら う.とい う形 で行 な われ ∨ 使 用状 況 に つい 工¢)意見 を求

め た☆ ぽ ・ttII▽ 三'`・ ・t.ー

そ の 結果 、11月24日 の最 終審査 委員 会 にお い て、 最優 秀 賞1件 治 よ

び 優 秀賞 治 が 決 定 され た 。'こ:ご ・ノ＼ ・い

:tL:i、:'ノiべt' .:へ'トx.1、`:ね 二.、txet」 □ 、 ・ミ ー・、t・t

「

＼ 恒1・ ㌧lt-t-・;・ ・tl・ ・.ば ミ.・1:'
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簿

(順 不同、敬称略)

東京大学工学部教授

(財)情報処理開発 セン ター ・技術部長

電子技術総合研究所 ・ソフ トウエア部長

文部省 ・初等 中等教育局職業教育課長

山形大学教育学部助教授

埼玉大学教養学 部助教授

電子技術総合研究所 ・プログラム研究室長

立教大学理学部 助手

都立商業教 育共 同実習所

北豊島工業高等学校教諭

CEC中 央電子 ㈱社長

富士通㈱文教営業部業務 課長

日本 電気㈱産業 オー トメー シ ョン事業部

営業技術課長

東京 芝浦電気㈱産業 シス テム技術部

特殊 システ ム技 術課長

松下通信工業 ㈱制御部方式開発課

㈱ 日立製作所 ・コン ピュー タ第二事業 部

第ニ システ ム部課 長代理

三菱 プレシジ ・ン㈱営業第 ・ざ課

沖電気工業㈱ ソフ トウエア事業 部
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